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６.  洗口の方法
（１）調製した洗口液から１回量を量り取る。
（２）口に含み、約３０秒間洗口液が十分に歯面にゆきわたるよ

うに、口を閉じ頬を動かす「ブクブクうがい」を行う。（洗口
図参照）

（３）洗口は、嚥下を避ける目的で、下を向いて行う。（洗口図参照）

７.  洗口時の注意
（１）洗口の前には、歯をみがくか、水で口をすすぐこと。
（２）洗口液１回の量は一度で口に含むこととし、口に含めなかっ

た洗口液は捨てること。
（３）洗口後の洗口液は十分に吐き出すこと。
（４）洗口後３０分間はうがいや飲食物をとらないようにすること。

【使用上の注意】
１．重要な基本的注意
（１）歯科医師の指導により使用すること。
（２）誤って飲用し、嘔吐、腹痛、下痢などの急性中毒症状を起こ

した場合には、牛乳、グルコン酸カルシウムなどのカルシ
ウム剤を応急的に服用させ、医師の診療を受けさせること。

２．副作用
本剤は、使用成績調査等の副作用の発現頻度が明確となる
調査を実施していない。
その他の副作用
以下の副作用があらわれた場合には、洗口を中止するなど、
適切な処置を行うこと。

３．妊婦、産婦、授乳婦等への投与
妊娠中及び授乳中の使用に関する安全性は確立していない。

４．過量投与
歯の形成期～萌出期にあたる６歳未満の小児が繰返し誤飲
した場合、フッ化物の過量摂取による斑状歯が発現する可
能性がある。

【臨床成績】
０．０５～０．１％フッ化ナトリウム溶液の毎日法、又は０．２％フッ化
ナトリウム溶液の週１回法に関する臨床試験は実施されてい
ない。
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【組成・性状】
１．組成

１ｇ中

２．性状
白色の顆粒で芳香がある。

【効能・効果】
齲蝕の予防

【用法・用量】
１. 毎日法

通常フッ化ナトリウムとして０．０５～０．１％溶液５～１０ｍＬ
を用い、１日１回食後又は就寝前に洗口する。

２. 週１回法
通常フッ化ナトリウムとして０．２％溶液５～１０ｍＬを用い、
週１回食後又は就寝前に洗口する。

〈洗口方法〉
薬液を口に含み、約３０秒間薬液が十分に歯面にゆきわた
るように含み洗いさせる。次に薬液を十分に吐き出させる。
１回に口に含む液量は、年齢等による口腔の大きさを考慮
して定めるが、通常未就学児で５ｍＬ、学童以上で７～１０ｍＬ
が適当である。

〈用法・用量に関連する使用上の注意〉
１. 使用に際しては間違いなく洗口が出来ることを確認してか

ら使用させること。洗口ができない場合には、水で洗口
を練習させること。飲み込むおそれのある幼・小児には
使用しないこと。

２.  飲み込まないようよく指導すること。
３. 顆粒のままでは劇薬であるので、必ず洗口液をつくり使用

するよう指導すること。また、指定した使用量を守るよ
う指導すること。

４. 使用方法（洗口液の作り方、洗口方法）については十分に
保護者に対して説明し、家庭での幼・小児の洗口は保護
者の監督下で行わせること。

５.  洗口液の調製法
ミラノール顆粒１１％は易溶性顆粒であり、水を加えて軽
くふりまぜることにより容易に溶解して無色・芳香性の
洗口液となる。
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う蝕予防フッ化物洗口剤

（フッ化ナトリウム洗口剤）

劇薬

１包１．８ｇ
（ピンク色分包） 週１回法 １００ｍＬ ０．１９８％ 約 ９００ｐｐｍ １．９８ｍｇ

１包１．８ｇ
（ピンク色分包） 毎日法 ２００ｍＬ ０．０９９％ 約 ４５０ｐｐｍ ０．９９ｍｇ

１包１ｇ
（黄色分包） 毎日法 ２００ｍＬ ０．０５５％ 約 ２５０ｐｐｍ ０．５５ｍｇ
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フッ化ナトリウム　１１０ｍｇ

Ｄ－マンニトール、キシリトール、マクロ
ゴール６０００、リン酸二水素ナトリウム、セ
チルピリジニウム塩化物水和物、パラオキ
シ安息香酸エチル、パラオキシ安息香酸プ
ロピル、ヒドロキシプロピルセルロース、
ケイヒ油、l－メントール、香料
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【薬効薬理】
フッ化物洗口法の効果として（１）萌出後のエナメル質の耐酸
性を増強する（２）再石灰化を促進する（３）歯垢細菌の代謝活
性を抑制する作用があげられており、その機序として歯の主
成分であるハイドロキシアパタイト（Ｃａ１０（ＰＯ４）６（ＯＨ）２）に、
フッ化物イオン（Ｆ－）が作用し、水酸基（ＯＨ－）と置換すること
により、ハイドロキシアパタイトよりも耐酸性の強いフルオ
ロアパタイト（Ｃａ１０（ＰＯ４）６Ｆ２）が生成して、う蝕予防の効果を
示すとされている。

【有効成分に関する理化学的知見】
一般名：フッ化ナトリウム
分子式：ＮａＦ
分子量：４１．９９
性　状：白色の結晶性粉末で、においはない。水にやや溶けやすい。

【取扱い上の注意】
（１）規制区分：劇薬
（２）ミラノール顆粒１１％の溶解・洗口液の保存にはプラスチッ

ク製容器を使用すること。〔ガラス容器はフッ化物によっ
て腐蝕する。〕

（３）洗口液は使用後すぐにフタを閉めること。
（４）洗口液は出来るだけ清潔ですずしい所に保管すること。
（５）本剤及びその洗口液は子供の手の届かない所に保管する

こと。
（６）洗口液の外観に変化が見られた場合には、その洗口液は捨

て、よく洗った容器に新しい洗口液を作ること。

【包 　　　装】
　１ｇ×９０包、１８０包
１．８ｇ×９０包、１８０包、４５０包、１０８０包

【文献請求先】
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　：登録商標
ミラノール　は（株）ビーブランド・メディコーデンタルの登録商標です。
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